
 

 

水道ビジョンの骨子 
～世界のトップランナーを目指してチャレンジし続ける水道～ 

 
１．ビジョンの目的 
 わが国の水道の現状と将来見通しを分析･評価し、水道のあるべき将来像についてす

べての水道関係者が共通目標を持って、その実現のための具体的な施策や工程を提示。 
 
２．目標期間 

21世紀の中頃を見通しつつ、概ね 10年間 
 
３．長期的な政策目標 
① 安心：すべての国民が安心しておいしく飲める水道水の供給 
② 安定：いつでもどこでも安定的に生活用水を確保 
③ 持続：地域特性にあった運営基盤の強化、水道文化・技術の継承と発展、 
     需要者ニーズを踏まえた給水サービスの充実 
④ 環境：環境保全への貢献 
⑤ 国際：我が国の経験の海外移転による国際貢献 

 
４．ビジョンに基づく主要施策体系  

 施策群 主要施策 施策の概要 
新たな水道広域化計画

の推進 
・都道府県が広域化計画を策定し、ソフト統合等

の新たな概念による広域化を推進 
多様な連携の活用によ

る運営形態の最適化 
· 他の水道事業者や民間事業者への第三者委託が
合理的な場合は、委託を積極推進 

· 最適運営形態を検討する支援ツールを充実 

１ 水道の運営
基盤の強化 

持続可能な水道を目指

した運営・管理強化 
· 中長期財政計画に基づき老朽化施設を更新し、施
設を再編･再構築 

· 事業認可要件の見直し、事後チェック制度の検討
原水から給水までの統

合的アプローチによる

水道水質の向上 

· 各事業者等が統合的な水安全計画を策定し、原水
から給水に至るまで一貫した水質管理を徹底 

· 流域関係者との連携を強化、情報公開を推進 

２ 安心･快適
な給水の確

保 
未規制施設等小規模な

施設の管理充実 
· 飲用井戸や貯水槽水道等の未規制の小規模な水
道を中心に水質管理の仕組みを充実 

· 水道事業者、検査機関、民間企業等の関与を促進
地震･渇水対策 · 浄水場、配水池等の基幹施設、基幹管路を耐震化

· 地域の実情に応じた給水安定度を確保 
３ 災害対策等
の充実 

相互連携･広域化によ

る面的な総合災害対策
· 複数事業者の連絡協議会によりソフト･ハード両
面で連携 

環境負荷の低減 · 温室効果ガス排出削減計画、資源循環利用計画等
を策定、実施 

４ 環境・エネ
ルギー対策

の強化 健全な水循環系の構築 · 水循環関係機関と連携強化し、水道施設を再構築
海外への水道技術の移

転 
· 水道事業者や水道関係企業の有する技術･ノウハ
ウを世界市場に提供し、国際競争力を強化 

· 国際協力人材バンクの設置により専門家を養成 

５ 国際協力等
を通じた国

際貢献 
国際化の推進 · WHO、IWA等で施策提案・情報発信 




